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している。12 13 14 15 杉本，竹谷，立石，歳森，上原ら，石川，井上，小幡，佐藤，美馬，はそれぞれ，上智
大学，新潟大学，横浜国立大学，筑波大学図書館情報学図書館，大阪大学附属図書館の総合図書館と理工学図
書館，立教大学池袋図書館，同志社大学，大正大学，金沢工業大学，公立はこだて未来大学，におけるLC（そ
のような名称が付けられていない場合も含む）あるいはそれを取り巻く活動について述べている。16 17 18 19 20 







る。31 32 33 さらに中沢らは，お茶の水女子大学など日本の6つの大学のLCを，野末は英国の4大学のLC
を紹介し，溝上は，米国，カナダ，韓国，オーストラリア，日本などにおけるLCの歴史や具体例を紹介して
いる。34 35 36 こうした中，日本のLCを最も広範に調査したものとして小山の研究がある。小山はアンケー
ト調査などによって30大学の34のLCの詳細を調べている。37 本研究では先述のようにこの調査結果を援用
する。 






















べた逸村ら，などがある。44 45 46 47 48 49 50 51 またLCの概説としては，永田，井下，長澤，などがある。52 
53 54 




































大学（図書館） 設置年 大学（図書館） 設置年
大阪大学（総合図書館） 2009 徳島大学 2009
大阪大学（理工学図書館） 2009 鳥取大学 2010
お茶の水女子大学 2007 名古屋大学 2009
金沢大学 2010 奈良女子大学 2010
九州大学 2009 新潟大学（医歯学図書館） 2010
京都大学 2009 新潟大学（中央図書館） 2010
静岡大学 2010 広島工業大学 2009
上智大学 2009 広島大学 2010
昭和女子大学・短期大学部 2009 広島文教女子大学 2006
成蹊大学 2006 法政大学 2010
大正大学 2010 三重大学 2010
東京女子大学 2008 早稲田大学 2009



































































































































設置場所が1階 Yes 12 23 *
No 11 8
設置場所がゲート外（図書館と別棟） Yes 2 -34
No 21 21 *
学生一人当たり面積が0.0362m2 以上 11 31 *****
未満 12 3
学生一人当たりコンピュータ設置台数が0.003 以上 11 27 **
未満 12 6
TA・SAによる支援 有り 8 30 *
無し 15 9
プリンタの設置 有り 13 27 ****
無し 10 1
コピー機の設置 有り 6 41 *****
無し 17 7
ノートPCの貸与 有り 6 34 *
無し 17 10
院生の割合が17％ 以上 12 27 **
未満 11 5





 表 2 の，学生一人当たり面積が 0.0362m2以上／未満，設置場所が 1 階／2 階／3 階以上，及び設置場所が
ゲート内／ゲート外（図書館と同じ建物）／ゲート外（図書館と別棟），という変量を組み合わせ，それぞれに
該当するLCに対応する図書館の入館者数の平均増加率を調べたところ表4のようになった。表で括弧内の数



























学生一人当たり面積が0.0362m2 以上 1階 35 ( 5 ) 50 ( 1 ) － ( 0 ) 38 ( 6 )
2階 25 ( 4 ) － ( 0 ) － ( 0 ) 25 ( 4 )
3階以上 11 ( 1 ) － ( 0 ) － ( 0 ) 11 ( 1 )
平均 29 ( 10 ) 50 ( 1 ) － ( 0 )
未満 1階 14 ( 4 ) 22 ( 1 ) -22 ( 1 ) 9 ( 6 )
2階 1 ( 4 ) － ( 0 ) － ( 0 ) 1 ( 4 )
3階以上 18 ( 1 ) － ( 0 ) -46 ( 1 ) -14 ( 2 )





プリンタ有り 学生一人当たりコンピュータ設置台数が0.003以上 41 ( 6 ) 16 ( 4 ) 31 ( 10 )
学生一人当たりコンピュータ設置台数が0.003未満 － ( 0 ) 16 ( 3 ) 18 ( 3 )
平均 41 ( 6 ) 16 ( 7 )
プリンタ無し 学生一人当たりコンピュータ設置台数が0.003以上 － ( 0 ) -15 ( 1 ) -15 ( 1 )
学生一人当たりコンピュータ設置台数が0.003未満 － ( 0 ) 3 ( 9 ) 3 ( 9 )
平均 － ( 0 ) 1 ( 10 )
コピー機有り コピー機無し 平均


















学生一人当たり面積と入館者数増加率の相関係数は 0.48 となった。だが散布図を描いたところ 1 館が外れ



































































表 3 の結果とさほど変わらないが，設置場所が 1 階で図書館ゲート内であり，学生一人当たり面積が


































設置場所が1階 Yes 12 11 *
No 12 2
設置場所が2階 Yes 9 -2
No 15 11 **
設置場所がゲート外（図書館と別棟） Yes 3 2
No 21 7 *
サービス・デスク（担当：IT関係職員） 有り 3 -5
無し 21 8 ****
レファレンス・コレクション 有り 9 0
無し 15 10 *
コピー機の設置 有り 7 0
無し 17 9 *








































































設置場所が1階 Yes 11 95 **
No 11 3
設置場所が2階 Yes 9 5
No 13 80 **
設置場所が3階以上 Yes 2 -4
No 20 54 ***
学生一人当たりコンピュータ設置台数が0.003 以上 11 91 **
未満 11 7
サービス・デスク（担当：図書館員） 有り 6 -9
無し 16 71 ***
サービス・デスク（担当：IT関係職員） 有り 3 3
無し 19 56 *
TA・SAによる支援 有り 8 124 **
無し 14 6
プリンタの設置 有り 13 78 **
無し 9 7
ノートPCの貸与 有り 7 152 ***
無し 15 1
学生数が7,000人 以上 12 18
未満 10 87 *
図書館員あり IT関係職員あり － ( 0 ) -14 ( 2 ) -14 ( 2 )
　　　　　　 IT関係職員なし -46 ( 2 ) 31 ( 2 ) -7 ( 4 )
平均 -46 ( 2 ) 9 ( 4 )
図書館員なし IT関係職員あり － ( 0 ) 36 ( 1 ) 36 ( 1 )
　　　　　　 IT関係職員なし 181 ( 6 ) 2 ( 9 ) 73 ( 15 )
平均 181 ( 6 ) 5 ( 10 )
平均            TA・SAあり TA・SAなし
   
 
図書館員やIT関係職員によるサービス・デスクは無い方が良いのであろうか？ この点について調べるため，
図書館員のサービス・デスクがある 6 大学の各変量の値と参考受付総件数増加率をまとめたところ，表 11 の
ようになった。表 11 から参考受付総件数の増加率の低迷はB～F の 5 大学によってもたらされていることが
分かる。これら 5大学のLCは，ノートPCの貸与が無い（B，C，D，E），設置場所が 2階である（C，E，
F），学生一人当たりコンピュータ設置台数が0.003未満である（B，E），プリンタが無い（B，F），学生数が






















大学 A B C D E F
設置場所が1階 No Yes No Yes No No
設置場所が2階 Yes No Yes No Yes Yes
設置場所が3階以上 No No No No No No
設置場所がゲート内 Yes Yes Yes Yes Yes Yes
設置場所がゲート外（図書館と同じ建物） No No No No No No
設置場所がゲート外（図書館と別棟） No No No No No No
学生一人当たり面積が0.0362m2 以上 未満 以上 以上 以上 未満
学生一人当たりコンピュータ設置台数が0.003 未満 未満 以上 以上 未満 以上
サービス・デスク（担当：図書館員） 有り 有り 有り 有り 有り 有り
サービス・デスク（担当：IT関係職員） 無し 無し 有り 有り 無し 無し
TA・SAによる支援 無し 無し 無し 無し 有り 有り
ピア・サポート・スタッフによる支援 有り 無し 有り 無し 無し 無し
ライティング・センター 無し 無し 無し 無し 無し 無し
レファレンス・コレクション 無し 無し 有り 有り 無し 有り
プロジェクタの設置（LCに備え付け） 有り 無し 有り 無し 無し 有り
プロジェクタの設置（図書館等で貸出） 無し 無し 無し 有り 有り 無し
プリンタの設置 無し 無し 有り 有り 有り 無し
コピー機の設置 無し 無し 有り 有り 無し 無し
無線LANのアクセス・ポイント 有り 有り 有り 有り 有り 有り
ノートPCの貸与 無し 無し 無し 無し 無し 有り
学生数が7,000人 以上 以上 以上 未満 以上 以上
院生の割合が17％ 以上 未満 以上 以上 以上 未満
参考受付総件数の増加率 58 4 -10 -17 -41 -51
















参考受付総件数の増加率を目的変数，表 2 に挙げた変量を説明変数として回帰木を作成したところ， 図 5
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69 その意味でシンプルであり，Random Forestなどに比べて選ばれた変量・値の意味が分かりやすい。 
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